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謹啓 時下益々ご清祥のこととお喜び申し上げます。また、平素はひとかたならぬお引き立てを賜り、厚く

お礼申し上げます。 

さて、このたび新たに下記項目の受託を開始することになりましたのでご案内申し上げます。 

今後とも変わらぬご愛顧のほど、よろしくお願い申し上げます。 

謹白 

 
 

記 
 
 
《受託開始日》    平成 23 年 5 月 16 日（月）受付分より 
 

《 検 査 要 項 》 

検査項目名称 抗 RNA ポリメラーゼⅢ抗体 

検査コード 7874 

JLAC10 5Ｇ087 - 0000 – 023 – 023 -11 

検体量 血清 0.3 mL 

容器・保存 A1→A2・凍結 

実施料（判断料） 170 点（免疫） 

所要日数 5 ～ 11 日 

検査方法 EIA 法 

基準値・単位 28 未満・なし 

判 定 index 

判定基準 （－） 
（±） 
（＋） 

28 未満 
28 ～ 50 未満 

50 以上 

保険収載名称：血清中抗 RNA ポリメラーゼⅢ抗体 

保 険 注 釈：ア.血清中抗 RNA ポリメラーゼⅢ抗体は、「10」の抗 Scl-70 抗体に準じて算定する。 
       イ.びまん性型強皮症の確定診断を目的として行った場合には、1 回を限度として算定できる。 
       ウ.イの診断において陽性と認められた患者に関し、腎クリーゼのリスクが高い者については治療方針の 

決定を目的として行った場合に、腎クリーゼ発症後の者については病勢の指標として測定した場合に、 
それぞれ 3 月に 1 回を限度として算定できる。 

《 解  説 》 

全身性硬化症は原因不明の皮膚硬化疾患であり、病型は「びまん型」と「限局型」の2つ
に分類されます。抗RNAポリメラーゼⅢ抗体は、びまん型の全身性強皮症にきわめて特異性
が高く、陽性例では強皮症腎クリーゼを高率に併発することなどから、日常的に管理し治療
方針を決定することが重要とされています。 

《 備  考 》  

   「コード：7874」に判定結果が入り、「コード：7875」に index が入ります。 
 




